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理

理

学 学 学

学の の健康 理

学

医学部医学科では、本学の使命のもと、 かな教 と かな 理 を 、 な

と技 を し、教育・研究・臨床等の実 の場で中 な を い、地域医

療、 会 、国際 会に する人 の育成を 指しています。

理

般教 、医の 理、行動科学等の ・実習を通じて、医のプ フ ッショ ルに

求められる かな人間 と たる 理 を 成する。

基 医学、臨床医学及び 会医学等の ・実習を通じて、医師・医学研究者になる

ための 広い 、技 を する。

学

研究 、研究医 成コース、海外 学等を通じて、科学 究 や国際 な研究・

医療に する を 成する。

の

地域医療体 実習、学内外の臨床実習等を通じて、地域医療の を理 し、全人

医療を地域に できる 力を 成する。
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学

医学部看護学科では、本学の使命のもと、 かな教 と かな 理 を 、 な

と技術を し、教育・研究・臨床等の実 の場で中 な を い、地域

のニー に合わせた看護 の を理 することができる次のような 力を た人

育成を 指しています。

理

看護の となる な人 の 、人 、 利を し、 たる 理 をもって

行動できる かな人間 を う。

看護実 のエキスパートを 指して、健康上のニー を し、支援するために 要

な基本 力、 な保健・医療・ の実 における ・ との ・

の 要 を認 し、看護 としての責任を たす 力を う。

学

発 力・ 理 力を身につけ、国際 地に 、将来の看護 リーダ

ーとして成 できる を う。

の

国内外の保健・医療・ の 化に を 、地域医療に できる 力を う。
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学

、生命科学の分野は しく し、医学に する は 大となり、また新たな学 分

野も生まれつつある。 、医学・医療に する 会のニー は 化し、医学・医療のみなら

、生命科学、 、国際医療等、 な分野において、 な人 が求められている。このよ

うな の中、本学の理 に基づき、医療人に 要な学 ・ 力・技 を する を 、

医学の に真 に、また を って取り組 、次のような人 を求めている。

１．医学の に 要な 広い基 学力と応用力を する者

２． 分なコミュニケーション 力を 、 や 者 の いやりのある者

．大いなる を って、自ら 自ら する気 のある者

．地域医療に い を 、 に滋賀 の医療に する を つ者

５．国内外における医学・医療研究の実 及び発 のために、生 を通じて真 に取り組 者

学 の

求める学生 に った人 を するために、 般 （地域医療 を ）、学校

（地 医療 を ）、 ２ 次学 入学 を行っている。

地域医療 、地 医療 では、滋賀 の医療に を って 事しようとする者を んでいる。

学

学校 の 書、 書、 理 書 びに大学入学 通テスト、 文、面接を総合して

を行う。大学入学 通テストでは 広い基 学力を り、 文では理 力、 力及び

力を し、 書等の 書 と面接では地域医療 の 、 、自 力、リーダー

シップ、 理 、コミュニケーション 力等を する。

医学部医学科は、 般教 、基 医学、行動科学、 会医学、臨床医学に する 科 を体

系 に 成し、医のプ フ ッショ ルとして 要な 、技 、 理 及び科学 究 を

うことを とします。

課 の の

ィプ ・ リシーに げる と 力を させるために、 般教 、基 医学、行動科

学、 会医学、臨床医学に する 科 を体系 に 成し、医のプ フ ッショ ルとして

要な 、技 、 理 及び科学 究 を うことを にしたカリキュラ を する。

学 課 の 関

学 学 の 関
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学

、生命科学の分野は しく し、医学に する は 大となり、また新たな学 分

野も生まれつつある。 、医学・医療に する 会のニー は 化し、医学・医療のみなら

、生命科学、 、国際医療等、 な分野において、 な人 が求められている。このよ

うな の中、本学の理 に基づき、医療人に 要な学 ・ 力・技 を する を 、

医学の に真 に、また を って取り組 、次のような人 を求めている。

１．医学の に 要な 広い基 学力と応用力を する者

２． 分なコミュニケーション 力を 、 や 者 の いやりのある者

．大いなる を って、自ら 自ら する気 のある者

．地域医療に い を 、 に滋賀 の医療に する を つ者

５．国内外における医学・医療研究の実 及び発 のために、生 を通じて真 に取り組 者

学 の

求める学生 に った人 を するために、 般 （地域医療 を ）、学校

（地 医療 を ）、 ２ 次学 入学 を行っている。

地域医療 、地 医療 では、滋賀 の医療に を って 事しようとする者を んでいる。

学

学校 の 書、 書、 理 書 びに大学入学 通テスト、 文、面接を総合して

を行う。大学入学 通テストでは 広い基 学力を り、 文では理 力、 力及び

力を し、 書等の 書 と面接では地域医療 の 、 、自 力、リーダー

シップ、 理 、コミュニケーション 力等を する。

医学部医学科は、 般教 、基 医学、行動科学、 会医学、臨床医学に する 科 を体

系 に 成し、医のプ フ ッショ ルとして 要な 、技 、 理 及び科学 究 を

うことを とします。

課 の の

ィプ ・ リシーに げる と 力を させるために、 般教 、基 医学、行動科

学、 会医学、臨床医学に する 科 を体系 に 成し、医のプ フ ッショ ルとして

要な 、技 、 理 及び科学 究 を うことを にしたカリキュラ を する。

学 課 の 関

学 学 の 関
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課 学 関

（１） 般教 科 、医の 理、医学 を 教育カリキュラ の中に 置して、 かな

教 や国際 、医療人としての たる 理 及び 会 を う。また、医学・医療に 接

する 科 や実習を入学 から し、学生の医学 の動 付けを に

行う。

（２）基 医学科 では、 に加 て 人 で行う実習と 習も して、基本 の理

を ける。臨床医学では、 ・ に を行い、 患の系 理 を ける。

（ ） 断 臨床 域の 体 な症 をグループ や 人学習で学 人 動学習を行い、

発 ・ 力、自 発 力、臨床 力を う。さらにはコミュニケーション

力や の育成も る。

（ ）学内臨床実習では、学生はスチュー ントドクター（Student Doctor）として、指導医（教

員）の教育・指導のもとに診療チー の 員として診療に 加し、基本 臨床技 や臨床

力を身につける。さらに、学外臨床実習では、地域の医療 で実習を行い、地域医療

や ・ 護の実際を体 して、その理 を る。

（５）自ら研究テー を設 し国内や海外で研究活動を行う研究 （自 研 ）により、医

学研究を体 し、研究に する や理 力を う。

（ ）医学 、医学 、 生学・ 会医学フィールド実習、学外臨床実習等の ・実習

を通して、国内外の保健や医療行 等、人 の健康 に 要な 会医学の と課 につ

いて理 を める。

学 の の

シラバスに された学 について、 、実技 、レ ート等、 面 な

により、それ れの を に する。

医学部医学科では、教育 に める人 を育成するため、 の 間 学し、 の を

し、次のとおり れた と 力を身につけた学生に学 （医学）の学 を します。

１． かな人間 と たる 理 を身につけ、 会が求める医のプ フ ッショ リ を実

することができる。

２．発 し ける基 医学、行動科学、 会医学、臨床医学を 分に理 して、それらを診療や

研究の場で活用することができる。

．基本 臨床技 や臨床 力を 、かつ実 することができる。

． 分なコミュニケーション 力や を 、患者や医療スタッフと な を き、

間 も に行うことができる。

学 の 関



− 5−- 5 -

５．自 導 学習 力や生 学習 を身につけ、それらを実 することができる。

．地域医療に して 分な理 を し、地域 会の な要請に応 ることができる。

．科学 究 を 、基本 研究手技を し、医学研究を通して国内及び国際 会に

する を身につけている。

．国内及び国際 会における保健と医療行 を理 し実 することができる。

学

本学の理 に基づき、 い教 と たる 理 を た看護 の育成を 指しており、

生が看護師、保健師、 師として地域に し、また看護 者としてのスペシャリストや管理

、教育者・研究者として活 できることを としている。そのため、看護 に 要な学 ・

力・技術を する を 、看護学の に真 に、また を って取り組 、次のよ

うな学力の 要 をもった人 を求めている。

１．看護学の に 要な基 学力と応用力がある者

２． 分なコミュニケーション 力を 、看護学の や課 の 究に真 に取り組 こと

ができる者

． 動 学習や生 学習ができ、 や 者 の いやりがある者

学 の

求める学生 に った人 を するために、 般 （地域医療 を ）、学校

（地 医療 を ）を行っている。地域医療 、地 医療 では、滋賀 の医療に

をもって 事しようとするものを んでいる。

学

学校 の 書、 書、 理 書 びに大学入学 通テスト、面接を総合して を行う。

大学入学 通テストによる学力 に加 、 理 書等の 書 や面接で学 の や

等学校 学中の な活動実 、 の や明 さ等を する。

医学部看護学科は、教 教育及び 教育に する 科 を体系 に 成し、 、 習

及び実 ・実習を に組み合わせて、 広い と教 、 かな人間 、 たる 理

を身につけながら、理 と実 を科学 に追求し、かつ看護 取 につながる を

します。

学 学 の 関

学 課 の 関
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５．自 導 学習 力や生 学習 を身につけ、それらを実 することができる。

．地域医療に して 分な理 を し、地域 会の な要請に応 ることができる。

．科学 究 を 、基本 研究手技を し、医学研究を通して国内及び国際 会に

する を身につけている。

．国内及び国際 会における保健と医療行 を理 し実 することができる。

学

本学の理 に基づき、 い教 と たる 理 を た看護 の育成を 指しており、

生が看護師、保健師、 師として地域に し、また看護 者としてのスペシャリストや管理

、教育者・研究者として活 できることを としている。そのため、看護 に 要な学 ・

力・技術を する を 、看護学の に真 に、また を って取り組 、次のよ

うな学力の 要 をもった人 を求めている。

１．看護学の に 要な基 学力と応用力がある者

２． 分なコミュニケーション 力を 、看護学の や課 の 究に真 に取り組 こと

ができる者

． 動 学習や生 学習ができ、 や 者 の いやりがある者

学 の

求める学生 に った人 を するために、 般 （地域医療 を ）、学校

（地 医療 を ）を行っている。地域医療 、地 医療 では、滋賀 の医療に

をもって 事しようとするものを んでいる。

学

学校 の 書、 書、 理 書 びに大学入学 通テスト、面接を総合して を行う。

大学入学 通テストによる学力 に加 、 理 書等の 書 や面接で学 の や

等学校 学中の な活動実 、 の や明 さ等を する。

医学部看護学科は、教 教育及び 教育に する 科 を体系 に 成し、 、 習

及び実 ・実習を に組み合わせて、 広い と教 、 かな人間 、 たる 理

を身につけながら、理 と実 を科学 に追求し、かつ看護 取 につながる を

します。

学 学 の 関

学 課 の 関
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課 の の

ィプ ・ リシーに げる ・技術を させるために、外国 を 般教 科 、

基 科 、 看護科 を体系 に 成した。国内外の保健・医療・ の 化に

を 、医療者として 要な や 理 、実 看護技術、科学 究 を った看護 者を

成する。

課 学 関

課

（１）教 科 と基 科 の 合を り、自然 から 会の 組みまでを健康との で

、 としての人間や人間の生命活動を理 することを ける。

（２）医療・看護学における 理について く学び、医療・看護活動や看護研究に わる な

理 に気づく力を う。

（ ） 科 では理 と実 を 合するとともに、 病院及び地域の保健医療 施設と

の ・ 力により、医療者として 要な や実 看護技術を う。

（ ）国内外の保健・医療・ の 化に を 、 野に基づく健康課 を学び、

国際 な支援活動のあり やその について理 することを ける。

（５） な保健・医療・ の実 びに との ・ に なコミュニケーシ

ョン 力を 化する 科 の や医学科との合 を行う。

（ ）看護研究 等を 置し、臨床 を ま た看護学研究や 文 成の を教

するとともに、学会や研究会 の 加を す。

（ ）地域医療の実際や地域で らす療 者とその の支援に わる地域ケアシステ を

理 する。

保健 課

生看護活動における地域診断の基本 及び 民の健康課 の に 要な基本

技術を う。

課

保健や の健康に する課 について、 師に求められる と責任を理 し 要な

診断と 技術を う。

地域医療や地域 ケアの中 を う看護 に求められる 、技術及び課

力を う。
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学 の の

シラバスに された学 について、 、レ ート、プレ ンテーション、実技

等、 面 な によって、その 成 を に する。

医学部看護学科では、教育 に める人 を育成するため、 の 間 学し、 の

を し、次のとおり れた と 力を身につけた学生に学 （看護学）の学 を します。

課

１ かな人間 びに 広い教 を身につけ、 分なコミュニケーションをとることができる。

２ たる 理 に基づき、看護の 者や保健医療 と な を き、利

な で と ・ することができる。

健康な人 を す ての人 の健康生活を支援することができる。さらに、国際 地か

ら健康 を ることができる。

自ら に課 を発 し する 力や研究する 等、 あるいは将来の研究者と

しての基本 な研究手 等の を つことができる。

５ 地域の保健・医療・ ニー を し、地域医療に できる。

保健 課

人 の健康で文化 な生活を 利を保障するために、保健師の を理 し、 体 な 生看

護活動を行うことができる。

課

診断に基づく ケアの実 と分 等の 医療において 師に求められる

力を身につけ、さらにウィメン ヘルスの支援をすることができる。

地域医療を く理 し、地域 ケアを う看護 として支援できる。

学 の 関
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受 内 付 金

学 関

学

集要 付 上 に

間 水 水 間 金

医学科・看護学科 医 学 科

看護学科

合 者発 合 者発 金

入学手 入学手 金

学 学 通

間

大学入学 通テスト実施 ・

追 実 施 ・
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学

学 科
集 人 員

般 地 医療

医 学 科 ２

看 護 学 科 １ ５

医学科 地 医療

のう 、地域医療に い を 、滋賀 が設 する

学 を入学 より を受け、 、滋賀 事が指 する滋賀 内の病

院で診療 に 事するとともに、滋賀 医師キャリアサ ートセンターが めるキャリア 成

プ グラ に 加する を った者を 集する です。

なお、合 基準に した者が 地 医療 の 集人員を た場合は、 般 においても

の となります。

また、合 基準に した者が 地 医療 の 集人員に たなかった場合は、その 集人員を 般

に り分けることがあります。

看護学科 地 医療 ５

のう 、地域医療に い を 、滋賀 が設 する

学 を入学 より を受け、 、滋賀 内の病院で看護 としての に 事す

る を った者を 集する です。

なお、合 基準に した者が 地 医療 の 集人員を た場合は、 般 においても

の となります。

また、合 基準に した者が 地 医療 の 集人員に たなかった場合は、その 集人員を 般

に り分けることがあります。

学 の とは、（１） は（２）のい れかに する者です。

（１） 滋賀 内の 等学校若しくは中等教育学校を

学 度 度

の

学 度 の

（２） 本人 は 、 、 成 人のい れかが、新たに入学する の １ の１

の より から、 き き滋賀 内に を する者。
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学 は、滋賀 が に本学医学部医学科の入学者を に設 する、将来、

滋賀 内の病院で する医師を 成するための 学金 です。 の は、次の 次 コー

ドより滋賀 及び滋賀 医師キャリアサ ートセンターの ー ページを するとともに、 要

に応じて に い合わせてください。

滋賀 HP のリンク 滋賀 医師キャリアサ ートセンターHP のリンク

ページ の URL

滋賀 HP URL：https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kenkouiryouhukushi/iryo/326681.html

滋賀 医師キャリアサ ートセンターHP

URL：https://shiga-ishicsc.jp/loan-lending/student-loan.html

学 は、滋賀 が滋賀 内の看護系学科を つ 大学を に設 する、

将来、滋賀 内の病院で する看護 員を 成するための 学金 です。 の は、

滋賀 看護 員 成 学金 の 要 を するとともに、 要に応じて に い合わせて

ください。

学 学 関

520-8577 滋賀 大 １ １

滋賀 健康医療 部 医療 課

TEL 077-528-3613 FAX 077-528-4859
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学 学 通

学 科 教 科 科 科

医 学 科

国 国 １

地理
、 本 、 地理 、 理 治・ から

１科
１

民

学 学 ・ 学 、 学 ・ 学 ２

理 科 理 、 化学 、 生 から２科 ２

外 国 １

看護学科

国 国 １

地理 、 、 本 、 本 、 地理 、

地理 、 会 、 理 、 治・ 、 理 治・

から１科

１

民

学
学 、 学 ・ 学 、 学 、 学 ・ 学 から

１科
１

理 科
理基 、 化学基 、 生 基 から２科 、 は、 理 、

化学 、 生 から１科

２

は１

外 国 １

（ ）１． 地理 ・ 民 について、 の科 を受 している場合は、 １ 科 の成 を用います。

２．看護学科の 学 について、 の科 を受 している場合は、 の科 の成 を用います。

．看護学科の 理科 について、

基 を付した 科 （ 理基 、 化学基 、 生 基 ）から２科 及び 基 を付し

ていない 科 （ 理 、 化学 、 生 ）から１科 を した場合は、い れか の成

を用います。

基 を付していない 科 （ 理 、 化学 、 生 ）から２科 を した場合は、

１ 科 の成 を用います。

なお、 基 を付していない 理科の科 において、本学が指 した科 外の科 （ 地学 ）を

１ 科 として受 した場合については、本学 の はありませんので してください。

． 外国 は を とし、リスニングの成 も利用します。
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学

等学校若しくは中等教育学校を 中に した者及び ５ 中に

した者 は みの者で、 大学入学 通テストにおいて、本学が指

した教科・科 （ ）を受 し、かつ、次の 要 を たす者

要

１． 身学校における学習成 、人 について、本学が求める人 （将来の医師 は研

究者に さわしい れた 力・人 を し、 に本学 の動 が明 であり、

に んでいる者）であると学校 が責任を って できる者

２．ス ー ・文化活動やボランティア活動等を通して、 実した学校生活を送った者

． 身学校において 理、化学及び生 から２科 上 （ みを ）した者

（理 科にあっては、理 理、理 化学及び理 生 のう ２科 上）

． 身学校における 書の学習成 が の者

５．合 した場合は、入学を 約できる者

人員 １ 等学校若しくは１中等教育学校の学校 が し る人員に、 は設けていません。

学

等学校若しくは中等教育学校を ５ 中に した者 は みの者で、

大学入学 通テストにおいて、本学が指 した教科・科 （ ）

を受 し、かつ、次の 要 を たす者

要

１． 身学校における学習成 、人 について、本学が求める人 将来の看護師、保健

師、 師 は研究者に さわしい れた 力・人 を し、 に本学 の動 が

明 であり、 に んでいる者 であると学校 が責任を って できる者

２．ス ー ・文化活動やボランティア活動等を通して、 実した学校生活を送った者

． 身学校における 書の全体の が 上の者

．合 した場合は、入学を 約できる者

人員 １ 等学校若しくは１中等教育学校の学校 が し る人員に、 は設けていません。
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要
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．

学 通 送にあたっては 書 等を のう 、

の の により で送付してください。

なお、 学校から の 者がある場合には、 者 にそれ れ の に 入し、

して の に入れ 書 ・速 で送付してください。

５． 事

（１）国 大学の学校 （大学入学 通テストを課す場合、課さない場合を ）

することができるのは、１つの大学・学部に られるので、 してください。

（２）国 大学の 般 における合 及び追加合 を に行うため、 、本学の受

、大学入学 通テストの受 に り、合 及び入学手 に する 人 を、 行

人大学入 センター及び の国 大学に送 します。

（ ）受 は、１２ １ （金） までに、 者 に本学から発送します。１２ （ ）ま

でに受 が しない場合は、１ ページの 手 ２の 会 に 急電 してくだ

さい。

（ ）障害を する等、受 上及び 学上の を 要とする がある場合は、 に 事

相談を行いますので、１ ページを してください。

（５）入学検 者 の 手 きについて

入学検 の 者は のとおりです。 に しない者は理 のいかんを わ

は行いません。 する者は、１ ページの 手 ２の 会 １２ ５ （ ）まで

に し てください。

検 を払い んだが しなかった（ 書 等を しなかった は が受理されな

かった）者

検 を って に払い んだ者

学

１．

学校 の 書、 書、 理 書 びに大学入学 通テストの成 、 文、面接を総合して

合 者を します。

２． の

時 間 科 等

１２ １

（ ）

１ １２ 文
に基づいて させ、理 力、 力及

び 力を する。

１ 面 接
（グループ ィスカッション）

将来、医師 は研究者となるに さわしい

・ の から する。

については、受 送付の際、通 する。

．場

滋賀医科大学（２１ページの 学内の略 を ）

- 13 -

１． 間

学 科 間

学

学

２． 書 等の 及び 会

学 課 学 通

． 書 等（ は本学 の用 等）

書 等

入学 （学校 用） ２ ページの 書 入上の を のう 入してください。

電 処理原

通 の

の

受 ・写真
写真（ か 内に した 面上 身、 、 のもの）

を写真 に 付してください。

書 身学校 が 成し、 したもの。

理 書 者本人が 入したもの。

書 文部科学 が めた 式により、 身学校 が 成し、 したもの。

検 付 認書

（ に み）

入学検 を、検 用 （本学 の用 ・

に み）を使用し、 ５ １ １ （ ）から１１ （水）

の 間に 行で り んだ 、

受 送付用 の

あて （ ）（ ）
あて （ ）に 身学校 の を、（ ）には を受け

る を 入してください。 は、はがさないでください。

民 等

の

ページ の滋賀 身者のう 、（２）に する 者は、本

人 は 、 、 成 人のい れかの の 間及び

本人との が分かる 場が発行する 民 等の 明書を

してください。

（ ）１．いったん受理した 書 は、理 のいかんにかかわら できません。

２． 書 等に 事 の 入 れ、その のある場合は、受理しないことがあります。

． 書 等受付 は、 事 の は認めません。

． 書 に の をした者については、入学 であっても入学 を取り すことがあります。
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行 について

のことをすると 行 となります の

の の

なお、 行 によっては、 。

（１）受 に本人 外の写真を ること、あるいは 用 に本人 外の や受 を

入すること。

（２）カンニング（ 中に教科書・ 書等の 書 や の受 者の を き る等）を

行うこと。

（ ） の受 者に を教 る、 用 を せる等、カンニングの手 けを行うこと。

（ ） 時間中に、 付された ・ 用 ・ 書き用 を、 から すこと。

（５） はじめの指 がある に、 用 を くこと及び を めたりすること。

（ ） やめの指 に わ 、 用 を けること及び を けること。

（ ） 時間中に、 帯電 、ス ートフォン等の電 を にしまわ 、身に けてい

ること、また使用すること。

（ ） 時間中に、 、コンパス、電卓、そ ん等の補 を使用すること。

上 （１）から（ ） 外にも、 の から の行 を行うと 行 となることがあり、場

合によっては文書や で します。 行 とみなされた場合は とし、それ の受 は

認めません。また、それまでに受 していた全ての教科・科 の成 を とします。

に することについて、 の を行うこと。

者に せ コート 、 フラー 、 団 を使用すること。

の や の ケット等に手を入れ けるな 、 の いがある行 をすること。

場において、 者の指 に わないこと。

場において、 の受 者に となる行 をすること。

その 、 の な実施を なう れのある行 をすること。

の

- 15 -

．受 に する

（１） 学 通

してください。

なお、 通 について、 に できない場合は、 に し

てください。

また、本学受 は、入学手 の際に 要となりますので大 に保管してください。

（２） は、 までに指 の （受 送付時に通 します。）に入 してく

ださい。

（ ） 文の 分 内の に り、受 を認めます。

なお、面接は集合時 （ に通 ）に した時 で、受 を いますので に してください。

（ ） 文に使用できるものは、 （シャープペンシル ）、 り（電動式を く）、 しゴ

、メガ 、時 （ 時 のみ）、 、ハンカチ、ティッシュペーパー（中身だけ取り した

もの）に ります。

（５） 場内では スクの 用を く しています。また、 感染防 の から、 スク

やウレタン スクではなく、 スク（サージカル スク）の 用を します。

（ ） （ 茶を ）を用 してください。

（ ） 者に する 施設の は行いません。

学

１．

学校 の 書、 書、 理 書 びに大学入学 通テストの成 、面接を総合して合 者を

します。

２． の

時 間 科 等

１２ １

（ ）
面 接

（グループ ィスカッション）

将来、看護師、保健師、 師 は研究者となる

に さわしい ・ の から する。

については、受 送付の際、通 する。

．場

滋賀医科大学（２１ページの 学内の略 を ）

．受 に する

（１） 学 通

してください。

なお、 通 について、 に できない場合は、 に し

てください。

また、本学受 は、入学手 の際に 要となりますので大 に保管してください。

（２）面接についての （集合時 等）は、受 送付時に通 する文書により 認してください。

なお、 の集合時 に した時 で、受 を いますので に してください。

（ ） 場内では スクの 用を く しています。また、 感染防 の から、 スク

やウレタン スクではなく、 スク（サージカル スク）の 用を します。

（ ） 者に する 施設の は行いません。
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ること、また使用すること。

（ ） 時間中に、 、コンパス、電卓、そ ん等の補 を使用すること。

上 （１）から（ ） 外にも、 の から の行 を行うと 行 となることがあり、場

合によっては文書や で します。 行 とみなされた場合は とし、それ の受 は

認めません。また、それまでに受 していた全ての教科・科 の成 を とします。

に することについて、 の を行うこと。

者に せ コート 、 フラー 、 団 を使用すること。

の や の ケット等に手を入れ けるな 、 の いがある行 をすること。

場において、 者の指 に わないこと。

場において、 の受 者に となる行 をすること。

その 、 の な実施を なう れのある行 をすること。

の
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．受 に する

（１） 学 通

してください。

なお、 通 について、 に できない場合は、 に し

てください。

また、本学受 は、入学手 の際に 要となりますので大 に保管してください。

（２） は、 までに指 の （受 送付時に通 します。）に入 してく

ださい。

（ ） 文の 分 内の に り、受 を認めます。

なお、面接は集合時 （ に通 ）に した時 で、受 を いますので に してください。

（ ） 文に使用できるものは、 （シャープペンシル ）、 り（電動式を く）、 しゴ

、メガ 、時 （ 時 のみ）、 、ハンカチ、ティッシュペーパー（中身だけ取り した

もの）に ります。

（５） 場内では スクの 用を く しています。また、 感染防 の から、 スク

やウレタン スクではなく、 スク（サージカル スク）の 用を します。

（ ） （ 茶を ）を用 してください。

（ ） 者に する 施設の は行いません。

学

１．

学校 の 書、 書、 理 書 びに大学入学 通テストの成 、面接を総合して合 者を

します。

２． の

時 間 科 等

１２ １

（ ）
面 接

（グループ ィスカッション）

将来、看護師、保健師、 師 は研究者となる

に さわしい ・ の から する。

については、受 送付の際、通 する。

．場

滋賀医科大学（２１ページの 学内の略 を ）

．受 に する

（１） 学 通

してください。

なお、 通 について、 に できない場合は、 に し

てください。

また、本学受 は、入学手 の際に 要となりますので大 に保管してください。

（２）面接についての （集合時 等）は、受 送付時に通 する文書により 認してください。

なお、 の集合時 に した時 で、受 を いますので に してください。

（ ） 場内では スクの 用を く しています。また、 感染防 の から、 スク

やウレタン スクではなく、 スク（サージカル スク）の 用を します。

（ ） 者に する 施設の は行いません。
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本学 ー ページ（https://www.shiga-med.ac.jp/）において合 者の受 を発 し、合

者には合 通 書とともに入学手 書 等を送付します。なお、 いただいた学校 には

を文書により通 します。

入学手 書 等が２ １ （水）に しない場合は、２ １５ （ ）に入学 （１

ページの 手 ２の 会 ）に電 してください。

１． 時

２．手 場 （ 送 ）

学 課 学 通

． 付金

（１） 入学 282,000
（２） （ ： ５ 267,900 （ 分） 535,800 ）

としている の 及び 付の については、合 者に 通 します。

分の は、 は本学 の 書により ５ 中に 付して

いただくことになります。

については、 を 付することができます。

が 学中に された場合は、 時から新しい を 用します。

． 付金の 予等

入学 及び には 予等の があり、これに する手 等については、合 者に 通 します。

５． 書 等

入学手 に 要な書 やその については、合 通 書を送付する際にお らせします。

． 事

（１）入学手 には、本学受 と大学入学 通テスト受 が 要となりますので、 しないよう

してください。

（２）学校 合 者で、本学の指 する までに入学手 を しなかった者は、学校

の合 者としての 利を うとともに、 の国 大学を受 しても合 者とはな

りません。

ただし、や を ない事 により、 を行った 等学校 から ２ １ （ ）

５時までに 学校 （ 式任 ）を本学に し、 を た場合はこ

の りではありません。

学
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学校 において、障害を する等、受 上及び 学上の を 要とする がある

入学 者のための事 相談を行いますので、相談を する場合は、あらかじめ ．

まで し てください。

の事故等で に相談が 要となった場合は、できるだけ く してください。

の事 を した 請書（ 式は任 ）、 大学入学 通テストにおける 受 上の

事 通 書（写） 及び健康診断書を することとし、 要な場合は、本学において 者

はその 場を し る 身学校 者等との面談等を行います。

請書に する事

（１） 者の 、 （ 電 も してください。）

（２） 学科

（ ）障害等の ・

（ ）受 上の を する事

（５） 学上の を する事

（ ） 身学校でとられていた 事

（ ） 常生活の

学 課 学 通

の 学 の
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入学 及び には 予等の があり、これに する手 等については、合 者に 通 します。
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入学手 に 要な書 やその については、合 通 書を送付する際にお らせします。

． 事

（１）入学手 には、本学受 と大学入学 通テスト受 が 要となりますので、 しないよう

してください。

（２）学校 合 者で、本学の指 する までに入学手 を しなかった者は、学校

の合 者としての 利を うとともに、 の国 大学を受 しても合 者とはな

りません。

ただし、や を ない事 により、 を行った 等学校 から ２ １ （ ）

５時までに 学校 （ 式任 ）を本学に し、 を た場合はこ

の りではありません。

学
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学校 において、障害を する等、受 上及び 学上の を 要とする がある

入学 者のための事 相談を行いますので、相談を する場合は、あらかじめ ．

まで し てください。

の事故等で に相談が 要となった場合は、できるだけ く してください。

の事 を した 請書（ 式は任 ）、 大学入学 通テストにおける 受 上の

事 通 書（写） 及び健康診断書を することとし、 要な場合は、本学において 者

はその 場を し る 身学校 者等との面談等を行います。

請書に する事

（１） 者の 、 （ 電 も してください。）

（２） 学科

（ ）障害等の ・

（ ）受 上の を する事

（５） 学上の を する事

（ ） 身学校でとられていた 事

（ ） 常生活の

学 課 学 通

の 学 の
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７．一般選抜への出願

（１）学校推薦型選抜の志願者は、不合格となった場合に備え、本学を含む、いずれの国公立大学・学

部の一般選抜にも出願することができます。出願する場合は、「前期日程」の大学・学部から１つ、

「後期日程」の大学・学部から１つの合計２つの大学・学部に出願することができます。

ただし、大学入学共通テストの受験を要する教科・科目については、当該大学・学部の指示に従

ってください。

（２）学校推薦型選抜の志願者が本学の一般選抜に出願する場合は、学校推薦型選抜出願書類等とは別

に、一般選抜の「出願書類等（一般選抜の募集要項を参照）」を整え、出願期間中（令和６年１月

２２日（月）～２月２日（金）消印有効）に提出してください。

８．その他

入学の確約に違約した場合は、翌年度以降の出身学校からの推薦を受理しないことがあります。

本学が入学者選抜を通じて取得した個人情報については、次のとおり取り扱いますので、予めご了承

ください。

１．個人情報については、「個人情報の保護に関する法律」及び「国立大学法人滋賀医科大学個人情

報保護規程」に基づいて取り扱います。

２．出願書類等に記載された氏名、住所その他の個人情報については、①入学者選抜（出願処理、選

抜実施）、②合格発表、③入学手続業務を行うために利用します。

３．入学者選抜に用いた試験成績は、今後の入学者選抜方法の検討資料作成のために利用します。

４．合格判定資料作成業務（氏名・住所を除く）での利用に当たっては、一部の業務を本学から当該

業務の委託を受けた業者（以下、「受託業者」という。）において行うことがあり、受託業者に対

して、委託した業務を遂行するために必要となる限度で、匿名化された個人情報の全部又は一部を

提供します。

５．国公立大学の一般選抜における合格及び追加合格決定業務を円滑に行うため、氏名、本学の受験

番号、大学入学共通テストの受験番号に限り、合否及び入学手続に関する個人情報を、独立行政法

人大学入試センター及び併願先の国公立大学に送達します。

６．出願書類等に記載された個人情報は、①教務関係（学籍、修学指導等）、②学生支援関係（健康

管理、奨学金申請等）、③授業料徴収に関する業務を行うために利用します。

個人情報の取扱い
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． 般 の

（１）学校 の 者は、 合 となった場合に 、本学を 、い れの国 大学・学

部の 般 にも することができます。 する場合は、 の大学・学部から１つ、

の大学・学部から１つの合 ２つの大学・学部に することができます。

ただし、大学入学 通テストの受 を要する教科・科 については、 大学・学部の指 に

ってください。

（２）学校 の 者が本学の 般 に する場合は、学校 書 等とは

に、 般 の 書 等（ 般 の 集要 を ） を 、 間中（ ５ １

２２ （ ） ２ ２ （金） ）に してください。

．その

入学の 約に 約した場合は、 の 身学校からの を受理しないことがあります。

本学が入学者 を通じて取 した 人 については、次のとおり取り いますので、予めご

ください。

１． 人 については、 人 の保護に する 及び 国 大学 人滋賀医科大学 人

保護 に基づいて取り います。

２． 書 等に された 、 その の 人 については、 入学者 （ 処理、

実施）、 合 発 、 入学手 を行うために利用します。

．入学者 に用いた 成 は、 の入学者 の検 成のために利用します。

．合 成 （ ・ を く）での利用に たっては、 部の を本学から

の委 を受けた 者（ 、 受 者 という。）において行うことがあり、受 者に

して、委 した を 行するために 要となる で、 化された 人 の全部 は 部を

します。

５．国 大学の 般 における合 及び追加合 を に行うため、 、本学の受

、大学入学 通テストの受 に り、合 及び入学手 に する 人 を、 行

人大学入 センター及び の国 大学に送 します。

． 書 等に された 人 は、 教 （学 、 学指導等）、 学生支援 （健康

管理、 学金 請等）、 に する を行うために利用します。

の
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の

・ のボールペン はインクを使用し、自 で に 入してください。

の は、 入しないでください。

１．１ から までの にはす ての 者が 入し、 、１ （ 面）は 者が 入し

てください。

２． の の

．５ の

． 大学入学 通テスト 教科等 認 は、大学入 センターから ５ １

までに く 認はがき等により、本学が受 を要するとして指 した教科・科 を

において間 いなく したことを かめたう で、 認 に を 入してくだ

さい。

５． 通 の

の の の

の保 の の の

１． から の は、 入しないでください。（本学で 入します。

２． 通テスト成 請求 付 に 付する 成 請求 については、 （

１２ １ （ ））に しますので、 してください。（学校 用、総合 用、

用及び 用の成 請求 は、それ れ なりますので してください。）

なお、成 請求 の 発行を受けた場合は、 発行分のみが です。

．

入学 の ５ に 入した１ は２の コードを 入してください。

．

入学 の に を付した を 入してください。（看護学科 者は１と 入し

てください。）

５． 等学校等 コード

入学 の に を付した の コードを 入してください。（看護学科 者は

と 入してください。）

． 等学校等コード

入学 の に 入した 等学校等コードを 入してください。

学

理
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学 の

、基 医学の研究と教育を う医学研究者が しています。本学では基 系研究医の

成のため、医学科 学中から する研究 において研究活動に取り組 ことによって、医学研

究の 要さや面 さを るための 会を する 研究医 成コース を設けています。

なお、このコースには、入 の 分（ 般・ ・学 入学）に なく 加できます。

１．研究医 成コース

（１）研究医 成コースは入 研究医コースと 研究医コースから 成されています。

（２）入 研究医コース の 加は １学 から で、 時間外での 学の場を設け、

の を行い、研究医のための動 づけを行います。

（ ） 研究医コースでは つの 分野（分 医科学、病理学、 医学、 生学）から

１つを し、研究課 を め、 なる 学を め、 文発 の 会を ます。 で、

入学から５ に PhD MD による大学院 学が となる（ プラン）ほか、

分野によっては、 間の医学部教育の に大学院に 学する（ プラン）と 臨床研

をしながら大学院に 会人入学する（ プラン）があります。

PhD MD
医学科 学 ただ に大学院医学系研究科 課 に 学し、本人の により

の学 （PhD）を取 した 、医学科 ５学 に 学して臨床医を 指す道、あるい

は基 系研究者となる道のい れかを できる のことをいい、本学では 成１

から導入しています。

研究医 成コースの は HP をご 認ください。

https://www.shiga-med.ac.jp/education-and-support/education/research-
doctor-course

２．研究医をめ す人 の 支援について

研究医 成コースについては、 した 入 の 保のため、大学院 学 間中に受

な 学金 を準 しています。

研究医 成コース

（医学）    医師

医師 （医学）

医師 （医学）

学部（4 ）
大学院

（3 は 4 ）

学部

（2 ）

臨床研 （2 ）

は

基 系医学研究者

（研究医）

学部（6 ）
大学院

（3 は 4 ）

臨床研 （2 ）

は

基 系医学研究者

（研究医）

学部（6 ）
臨床研

大学院
（3 は

4 ）

基 系医学研究者
（研究医）（2 ）
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滋賀アリー バス停

１ ２

５

大学病院 バス停

般 教 棟

基 ・ 実 習 棟

利 棟

臨 床 研 究 棟

臨 床 棟

管理棟・保健管理センター

書館・ ルチメ ィアセンター

看 護 学 科 棟

課 学

学 の

○文

○文
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学 の
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は基 系研究者となる道のい れかを できる のことをいい、本学では 成１

から導入しています。
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https://www.shiga-med.ac.jp/education-and-support/education/research-
doctor-course
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臨床研 （2 ）

は

基 系医学研究者

（研究医）

学部（6 ）
大学院

（3 は 4 ）

臨床研 （2 ）

は

基 系医学研究者

（研究医）

学部（6 ）
臨床研

大学院
（3 は

4 ）

基 系医学研究者
（研究医）（2 ）

- 21 -

滋賀アリー バス停
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５

大学病院 バス停
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基 ・ 実 習 棟

利 棟

臨 床 研 究 棟

臨 床 棟
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課 学

学 の

○文
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学
本学は、 49 10 に医学部医学科を設けて 学し、 53 10 には 病院を 院しました。

56 に １ 生を送り し、 56 には大学院 課 を設置しました。また、 成 に

は医学部に看護学科を、 成 10 には大学院に 課 看護学 を設置しました。

医学科においては、 の教育課 を し、 を認 された者に して、学 （医学）の学 を し

ます。また、 すると、医師国 受 が られます。

なお、医学科にはPhD MD があります。PhD MD とは、医学科 ただ に大学院に

学して、 の学 （PhD）を取 した 、本人の により医学科５ に 学して臨床医を 指す道、

あるいは基 系研究者となる道のい れかを できる のことをいいます。

看護学科においては、 の教育課 を し、 を認 された者に して、学 （看護学）の学 を

します。また、 すると、看護師の国 受 が られます。なお、保健師または 師の課 （い

れも ・ 員 ・学内 ）を した者は、看護師のほか保健師または 師の国 受 も

られます。

１．入学 282,000
２． （ ： ５ 267,900 （ 分） 535,800 ）

（ ）（１） については、 を 付することができます。

（２） が 学中に された場合は、 時から新しい を 用します。

．学生教育研究災害傷害保険（ ： ５ ）

医学科 4,800 （ か 分）

看護学科 3,370 （ か 分）

．学研災付帯学生生活総合保険（ ： ５ ）

医学科 51,450 （ か 分）

看護学科 37,170 （ か 分）

１． 等教育 学支援新

民 課 帯とそれに準 る 帯を に、学生生活に 要な生活費等をカバーする

付 学金と 等 による支援を行う です。

この による支援を受けるには、 学する に 校な を通じて、あるいは 学 に大

学を通じて、 本学生支援 （JASSO）の 付 学金に し みが 要です。

等 の支援 は、 のとおりです。（ 付 学金の支援 は ． 学金

（１） 本学生支援 の に 。）

支援

等 上 入学 ：282,000 ：535,800
上 の支援 は、 民 課 帯の学生 の支援 です。

民 課 帯に準 る 帯の学生は、 民 課 帯の学生の 2/3 は 1/3 の支援 と

なります。

学 の

学 制 度
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本学 ー ページ TOP→教育・学生支援→学生生活→ 等教育 学支援新

https://www.shiga-med.ac.jp/education-and-support/student-life/study-support

２．入学 及び の 予

に である学生を に のう 、入学 及び の を 予する です。

本学 ー ページ TOP→教育・学生支援→学生生活→ ・ 予

https://www.shiga-med.ac.jp/education-and-support/student-life/tuition-exemption

． 学金

（１） 本学生支援

人 、学 成 ともに れ、かつ 理 により 学 な者は、 本学生支援

の を て、 学金の 付あるいは を受けることができます。なお、 本学生支援

学金の と は、 のとおりです。

分 付（ ）

付 学金

自 通学者

自 外通学者

分 29,200 分 19,500
分 9,800
分 66,700 分 44,500
分 22,300

学金

（ ・ 利 ） １

自 通学者

自 外通学者

20,000 ・30,000 ・45,000
20,000 ・30,000 ・40,000 ・51,000

学金

（ ・ 利 ） ２

2 12 の間の 1 で

を

入学時

学金

10 ・20 ・30 ・40 ・50
の中から 。 の 学金 み時に

して 。

１ 付 学金受 者は、 学金の が されます。 は 本学生支

援 ー ページを してください。

２ 学中は 利 、 は を上 とする利 付き。

入学時 学金だけの はできません。（ 本 金 庫の国の教育

ーンを利用できなかったものに る）

（２） その 、地 団体及び民間の 学団体による育 学 があります。

本学 ー ページ TOP→教育・学生支援→学生生活→ 学金等

https://www.shiga-med.ac.jp/education-and-support/student-life/scholarships

学内には、生 （ ・ ・書 ）、コンビニエンスストア、コー ーショップ、 、

キャッシュコー ー等があり、 常生活の が られています
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学 の

学 制 度
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学生の健康管理のために、保健管理センターを設置し、健康で明るい学生生活が送れるよう、常時、

医師及び看護師が、けがや病気の際の応急処置のほか、健康診断をはじめとする集団検診、健康相談、

カウンセリング及び保健指導を行っています。

また、本学は敷地内全面禁煙の宣言を行い、国民の健康を守ることを使命とする医療人育成に全力

を挙げて取り組んでいます。

１．学生教育研究災害障害保険（略称：学研災）

教育研究活動中の急激かつ偶然な外来の事故により身体に傷害を被った場合、通学中の事故・学

校施設等相互間の移動中に発生した事故によって身体に傷害を被った場合及び臨床実習中に接触感

染による感染症予防措置を受けた場合、それらの治療等に要した費用について、請求に基づき保険

金が支払われる保険です。本学では全員が加入することを原則としています。

２．学研災付帯学生生活総合保険（略称：付帯学総）

学研災に賠償責任保険等を追加し、補償範囲を学生生活全般に広げたものです。学生本人のケガ

や病気、実習中の針刺事故による感染予防のための措置等を受けた場合や患者さんにケガをさせて

しまった場合等の補償をするための保険です。本学では、全員が加入することを原則としていま

す。

課外活動施設として、体育館、武道場、グラウンド、テニスコート、水泳プール、ヨット艇庫、ボート艇庫、音

楽棟、クリエイティブ・モチベーションセンター等があり、次の課外活動団体が活動しています。

文化系 写真部、軽音楽部、コンピュータークラブ、SUMS ESS、美術部、管弦楽団、囲碁・将棋部、

茶道部、遊書会、アカペラサークル Jingle Jangle、国際保健・地域医療研究会TukTuk、
園芸部、医学研究サークル Affiniche、学習支援ボランティアサークル アトラス、

救急医療研究サークルSALSA、若鮎祭実行委員会、ダンスサークルAMU’S、
しがぬいぐるみ病院、メンタルヘルス研究会HAMMOCK、東洋医学研究会、釣りサークル、

リレー・フォー・ライフ・ジャパン滋賀医科大学実行委員会、競技かるたサークル

体育系 バドミントン部、硬式庭球部、剣道部、サッカー部、バスケットボール部、ラグビー部、

スキー部、バレーボール部、準硬式野球部、ヨット部、水泳部、端艇部、ハンドボール部、

ワンダーフォーゲル部、陸上競技部、ソフトボール部、柔道部、ゴルフ部、合気道部、

スノーボード部、空手道部、卓球部

JR 東海道本線（琵琶湖線）瀬田駅（新快速は停まりませんので普通電車をご利用ください。）から、

路線バスで約１５分です。なお、自動車通学は、原則として認めていません。

課 外 活 動

保 険 制 度

健 康 管 理

通学の交通機関
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